
ｉ-スマイル歯科クリニック 東京 院長  和田 圭祐 先生

「ｉ-スマイル歯科クリニック 東京」があるのは、渋谷区

のなかでも住宅が多い東北沢駅から徒歩1分ほどに

あるマンションの１階だ。2020年４月に開業したばかり

だが、すでに600人以上の新患が訪れている。

「新しい歯科医院ができたから」と受診する近隣の

患者もいるが、インプラントと歯周病を専門とする和田

圭祐院長の知識と技術を求めて、他の一般歯科医院

や矯正歯科から紹介された患者も多い。

　その信頼の高さは、経歴を伺うとうなずける。広島

大学歯学部を卒業後、名古屋大学医学部大学院に進学。

大学院の在学中に渡米し、１年間、ハーバード大学

歯学部大学院で客員研究員の立場で学んだ。

　いったん帰国するも、「さらに深く学びたい」という意欲

に突き動かされ、ハーバード大学歯学部大学院を受験。

難関を突破し、再び渡米。同大学院の博士および歯周病

専門医課程で4年間学び、歯学博士を取得したのち、

ペンシルバニア大学とテンプル大学の２つの歯学部で

准教授ならびに主任教授を務めた。そして2019年、

15年間の滞米を終えて帰国し、東京での開業に至っている。

　海外留学は珍しくないが、和田院長のように大学院

に進学し、歯周病インプラント学講座の主任教授となった

日本人歯科医師は和田院長が初めてである。歯科医師

を目指してから、アメリカでの経験を経て、日本で開業

するまでの道のりを和田院長は、「運がよかったとしか

言いようがない」と語る。

「目の前で扉が次々と開き、それに導かれるように

進んだという気持ちです。留学と教職のため、アメリカ

に長期滞在できたのは、一つに歯科医師である父を

始め、家族の応援があったからです。うちは祖父や

叔父も歯科医師の一家なのですが、父は『まだまだ

元気で診療できるから留学してこい』と背中を押し

てくれたのです」

　そして、もう一つ、恩師の励ましも支えになった。大学

時代、父に同行し、アメリカのインプラント学会を見学

したことがきっかけで、留学を夢見るようになった和田

院長は、日本の大学院に進む際、留学に理解のある

教授のもとで学びたいと考えた。名古屋大学大学院を

進学先に選んだのは、再生医療・顎顔面外科を専門と

する上田実教授に師事したかったからだ。

「大学院の入試面接で上田教授に留学への夢を

話したら、『それはいい』と応援してくださったんです。

ハーバード大学の大学院に合格したときも、快く医局

から送り出してくださいました。先生からいただいた

数々の言葉は、ずっと心の支えになっています」

米国大学での
教鞭経験を生かし
質の高い歯科医療の
提供に取り組む
和田圭祐院長は15年間の滞米中、大学院で博士号を取得し、
２つの大学で教鞭をとってきた。日本で開業した経緯や
日米の治療の違い、今後について伺ってみた。

　和田院長が歯科医師を目指したのは、祖父も父も

歯科医師という育った環境の影響が大きい。歯学部で

学んでいるときも、１、２年生の頃は、父の跡を継ぐために、

という気持ちが強かった。

　その意識を変えたのは、大学３年のときに遭遇した

祖父の死だ。インプラントが顎骨に混じっていた。

「父が祖父に入れたものでした。そのおかげで晩年まで

おいしく食事ができたこと、亡くなってからもなお体に残る

インプラントの永続性に衝撃を受け、もっと学びたい、

極めたいと思うようになったのです」

　しかし当時、日本のインプラントは手探り状態。興味

を持った歯科医師が自主的に海外で研修を受けたり、

学会に参加して情報を得るような時代だった。

「ハーバード大学の大学院に１年間、留学したことも

刺激になりました。日本では受けられない教育内容や

ずっと先を行く臨床を間近で見たことで、より深く専門的

に勉強したいと考えるようになったのです」

　帰国した和田院長は、本格的な留学に向けて準備

を始めた。まずはなんといっても語学力だ。和田院長は

「歯科そっちのけで英語の勉強をしました」と笑う。

　１年間の留学だけでも、相当な知識と技術の蓄積に

なるのではないかと考えられるが、さらに大学院での

勉強を選択したのには理由がある。アメリカでは当たり前

になっていた治療の永続性や再現性に対する視野の

広さと知識を身につけたいという目標があった。

　今でこそ日本も自費診療の率が上がり、質の高い

治療を求める患者が増えているが、15年前は保険診療

が中心。「嚙むことができる治療」を万人に行うのが

歯科の基本だった。

　しかし、アメリカでは口腔が長期的に安定するかどうか

まで目を光らせ、再現性を重視して計画を立て、実行して

いた。しかも、日本ではなかなか目にすることのないハイ

レベルの治療が当たり前のように行われている。

「日本でも歯科医療が高度化・専門化し始め、高齢化

も進んでいました。アメリカでの歯科治療は日本でも

将来、実践されるようになると考え、勉強の必要性を

痛感したのです」

　それにしても、なぜアメリカだったのだろう。インプラント

を学ぶにはスウェーデンという選択肢もある。

　じつは和田院長には憧れの歯科医師がいた。歯周病

専門医として世界的に知られる元アメリカ歯周病学会

会長でハーバード大学教授のマイロン・ネビンス先生だ。

愛読していた専門書の著者だった。

「ネビンス先生は、インプラントにおける歯周病治療の

大切さをいち早く啓蒙された方です。ハーバード大で

はネビンス先生の治療を実際に見たのですが、本の内容

通りだったことに、あらためて衝撃を受けました」

　治療方針一つで、予後がまったく変わってくること。

そのために臨床治療に欠かせない知識と技術を和田

院長は最前線の環境で学んだのである。

　ハーバード大学の大学院を修了後、アメリカに留まり、

教員として働くことになったのは、和田院長の誠実な

人柄の影響が大きい。

　海外、とくに欧米で日本人が働く場合、語学力や

人種の壁を乗り越える必要がある。和田院長は、その

壁を「あえて日本人らしさを貫く」ことで乗り越えた。

「私ができることは、謙虚に真摯に取り組むことでした。

始業時間の30分前に行って掃除をするなど、一緒に

働く人たちが快く過ごせる環境づくりを手伝う。あるいは、

患者さんの目線に立ち、理解していただけるまで、

じっくりお話しする。治療内容も正直にお伝えし、患者

さんに選択してもらう。日本人なら当たり前に持って

いる真面目さや正直さ、誠実さを大切に仕事をしたこと

が高く評価されたのだと思っています」

　和田院長は自身のことを「打たれ強い性格」と評する。

失敗も多々あったが、引きずることなく、つねに高い目標

に向かって努力し続けたことが、ペンシルバニア大学での

評価や、2015年アメリカ歯周病学会財団が選ぶ歯周病学

の将来を切り開く若手歯周病専門医25人に選出された

こともテンプル大学歯学部の学長からの教授への推挙に

つながったという。

「最近は私の姿を見て、アメリカの大学教授になりたい

という若い先生も増えてきました。いずれ歯科の世界も、

日本人選手が当たり前のように活躍する大リーグの

ように変わっていくでしょう。私の経験を高い意欲を持つ

先生方に役立ててもらいたいと考えています」

「ｉ-スマイル歯科クリニック 東京」はチェアが４台あり、

すべて個室タイプだ。アメリカでの治療経験から、和田

院長はプライバシーを守る個室にこだわった。

　また内装もアイボリーやグレートーンを基調にした

シンプルなデザインながら、壁やドアなど、あちこちに

アメリカンスタイルのゆったりした品のよい雰囲気が漂う。

　日々の診療において、和田院長はとくに日米での

大きな違いは感じないという。しかし、アメリカではイン

プラントと歯周病の専門医だったため、訪れる患者の

目的がはっきりしていた。一方、日本ではさまざまな

ニーズを持った患者が受診する。その幅広いニーズへ

の対応を学んでいる途中と話す。

「どうしたら患者さんに満足していただける会話ができ

るか、勉強の毎日です。それも新しいチャレンジと捉え、

興味深く取り組んでいます」

「ｉ-スマイル歯科クリニック 東京」に座っていると、不思議と

居心地がよく、安心できる空気に包まれる。取材に伺った

のは、開業から７カ月ほどの11月だったが、院内はとても

開業したばかりとは思えない落ち着いた雰囲気だった。

これも和田院長の経験と人柄ゆえなのだろう。

　これからさらに患者が増えそうな同クリニックだが、

和田院長は治療だけでなく、若い歯科医師との交流の

場に育てていきたいとも考えている。

「教えることが好きなんでしょうね。東京を開業地に

選んだのも、クリニックを世界に向けての発信拠点に

したいという夢があるからです。教授時代と同じように、

若い先生方と一緒に症例を検討したり、研究すること

を大切にしていきたい。新しい医療につながるヒントを

出し続けたいと思っています」

横長の敷地を生かしたクリニック

周囲からの応援を力に
難関大学院への留学を決意
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